
令和５年度 神戸大学法学部編入学試験問題 

 

令和４年１１月３日実施 

 

 

論 文（法学概論） 
 

 所属するゼミで、「日本における近代法の誕生」について発表することになった。担当

の教員は、とりわけ以下の点を取り扱うことを求めている。まだこのトピックについて勉

強したことのないゼミ生にもわかるように説明せよ。 

 

(１) ボワソナードとは誰か。日本で何をしたか。 

(２) 日本における「法典論争」とは何か。 



令和５年度 神戸大学法学部編入学試験問題 

 

令和４年１１月３日実施 

 

 

論 文（一般教養） 
 

下記の 2つの文献を読んだうえで、問 1、2、3の全てに答えなさい。 

 

問 1 下記の 2つの文献の内容を、特に日本で世襲議員の比率が高い要因を中心にして要約

しなさい。なお、2つの文献それぞれを要約するのではなく、2つの文献をあわせて要約を

作成しなさい。また、字数は解答用紙の 10 から 20 行程度を目安とするが、字数よりも文

章の要点がまとめられているかに採点の比重を置く。 

 

問 2 下記の文献に拠らず、世襲議員の良い面と悪い面を述べなさい。なお、世襲議員を肯

定的・否定的に書いているかは評価とは関係なく、良い面と悪い面について具体的かつ根拠

を添えて説明できているかに採点の比重を置く。 

 

問 3 日本の衆議院は、1947年から 1993年までは中選挙区制、1996年からは小選挙区比

例代表並立制の選挙制度を採用している。この選挙制度の変更は、理論的には、世襲議員の

比率を上昇させる、低下させるいずれの効果をもつと予測できるだろうか？「政党中心の選

挙」、「候補者個人中心の選挙」という 2つの用語両方を用いて、説明しなさい。なお、記述

にあたっては、下記文献を参考にしても、しなくてもいずれでもよい。 

 

 

日本の国会議員に世襲議員が多いことは長らく指摘されてきた。特に国会議員のリクル

ート源はどこかという社会的流動性の点から検討されてきており，国会議員の親族が一般

国民を的確に代表できるのかという観点からも問題となり得よう。また近年は，世襲議員の

割合が高まるとともに，世襲議員が首相になることが相次ぎ，さらには政権の投げ出しが続

いたこともあって，注目を浴びるとともに非難の声も一層強くなってきた。そうした経緯も 

あって 2009年総選挙前には，自民党や民主党が二世・三世の政治家の立候補に条件・制限

を設けるなど，世襲が争点になった。その後は政権交代でどこかに吹き飛んでしまった感も

あるが，上述したような世襲議員の存在感は変わっておらず，世襲議員が何故このように多

いのかは依然として重要な課題である。   

世襲議員が多いのは，彼らがいくつかの点で非世襲議員よりも有利だからであると言わ

れる。まず選挙に強い。これは，後援会などを継承することを通じて，選挙における３つの

資源であるいわゆる３バン，地盤・看板（知名度）・鞄 （資金）を引き継ぐからである。ま

た出世する。若くして初当選するため，引退ないし死去する前に当選回数を重ねる時間的余

裕があり，シニオリティ・ルールによって政府や政党の要職に就くことが多くなるからであ

る。さらに出身選挙区への補助金配分も増やす。 

（出典：福元健太郎・中川馨、2013年、「得票の継承に対する世襲の効果：政党投票・候補

者投票との比較」『選挙研究』29巻 2号。原文の一部を省略している） 



 

第 100代の首相に就任する岸田文雄氏は祖父、父も衆院議員を務めた「3世議員」だ。「た

たき上げ」を売りに首相となった菅義偉氏から様変わりするが、この 20年で自民党から出

た首相 6人のうち世襲議員でないのは菅氏のみ。1日に決まった党役員にも、世襲議員が居

並ぶ。 

世襲議員は、親から継いだ地盤（選挙区）、看板（知名度）、カバン（資金）の「3 バン」

をもとから備えており、選挙に強いとされる。特に親が政府や党で枢要なポストに就くなど

有力政治家であった場合、当選回数が浅いころから「将来のリーダー」と目されることが多

い。 

岸田氏もそんな一人だった。岸田氏の父・文武氏が宮沢喜一元首相と遠縁にあたり、文雄

氏は宮沢氏が率いた「宏池会」（現・岸田派）のメンバーとして早くから「プリンス」と称

されてきた。派閥の創始者・池田勇人元首相の地元で、同派が伝統的に強い力を持つ広島県

の選出でもある。 

最近の自民党の首相では、2001年から 5年間政権を担った小泉純一郎氏にはじまり、安

倍晋三、福田康夫、麻生太郎の各氏が父親と同じ選挙区を引き継いでいる。さらに安倍、麻

生両氏の祖父は、首相を務めた岸信介氏、吉田茂氏にあたる。 

福田康夫氏は、父・赳夫氏と 2代連続で首相の座についた。その康夫氏の長男である達夫

氏は、今回の党役員人事で当選 3回ながら総務会長に抜擢された。新たな党役員では、小渕

優子組織運動本部長も父・恵三氏が首相を務めた「3世」で、所属する竹下派で長くリーダ

ー候補とされている。甘利明幹事長も、世襲議員だ。 

1996 年の衆院選から導入された小選挙区制度のもとでは、公認権を握る党執行部の力が

強まり、「地位を親から子に譲る世襲は減るのでは」との見方もあった。しかし、自民党で

はなお世襲議員の姿が目立つ。首相経験者でみれば、この間の「非世襲」は祖父と父が町長

だった森喜朗氏と、横浜市議から国政に転身した菅氏だけだ。 

民主党政権下では、鳩山由紀夫氏が世襲議員、菅直人、野田佳彦両氏が非世襲議員だった。

立憲民主党の枝野幸男代表は 10月 1日の記者会見で「我が党は、私も含めて『たたき上げ』

の方が当たり前。（菅氏の）たたき上げが注目されたこと自体が、自民党と我々の違いだ」

と語った。 

（出典：『朝日新聞』2021年 10月 04日夕刊 1ページ。原文の一部を省略している） 

 


